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（2）令和元年５月１日

民生費
22.8％

19億1,429万円

3月定例会

総務費
20.3％

17億561万円

衛生費
5.6％

4億7,143万円

商工費
5.6％

4億6,529万円

土木費
12.6％

10億5,198万円

消防費 4.7％
3億9,235万円

教育費 9.0％
7億5,221万円

町税
15.2％

12億7,153万円

繰入金 7.7％
6億4,787万円

繰入金
特別会計や
基金からの繰入
前年度比
  －1億7,884万円

自主財源
（町で集めるお金）

28.8％

依存財源
（国・県・借入金に

頼るお金）

71.2％

その他
自主財源
ふるさと納税
寄付金など
前年度比
　－6,395万円

町債　　　　　　　　　
国や銀行からの借入金
前年度比　＋3億7,060万円 

※この議会だよりの本文では「平成」の元号を省略しています。

地方交付税
行政格差をなくすために
国が交付
前年度比　＋3,433万円 

国・県支出金
国や県からの補助金
前年度比
　－6,623万円

その他依存財源
地方譲与税や地方消費税交付金
前年度比　＋6,719万円 

町税　
町民税や固定資産税
前年度比　＋3,036万円

その他自主財源 5.9％
4億9,722万円

町債
17.1％

14億3,130万円

地方交付税
35.9％

30億852万円

国・県支出金
14.2％

11億8,718万円

その他依存財源 4.0％
3億3,838万円

公債費
9.3％

7億8,050万円

歳 出
83億8,200万円

その他 0.5％
4,061万円

議会費 1.0％
8,754万円

農林水産業費
8.6％

7億2,019万円

歳 入
83億8,200万円

公債費
○起債償還元金 7億2,900万円
○利子 5,150万円 

商工費
○観光費 1億8,463万円
○デマンドタクシー等
 2,946万円

土木費
○道路や橋に
 5億670万円

消防費
○酒田地区広域行政
　組合分賦金

（経常） 1億8,609万円
（建設改良） 6,584万円

教育費
○小中学校費
 2億2,007万円
○社会教育費
 1億9,115万円

議会費
○内議員報酬
 3,217万円

民生費
○医療給付・介護支援
 12億949万円
○児童手当等
 7億338万円

総務費
○総務管理費
 15億3,199万円

（内、地域活動交付金
 5,000万円）

衛生費
○各種検診や斎場に
 2億7,687万円
○ゴミ処理等
 1億7,646万円

農林水産業費
○農業費 6億609万円
○水産業費 6,108万円
○松くい虫防除等 4,392万円 

31年度予算可決12月に着工新庁舎建設

歳出
　では…

新庁舎建設事業として5億9,923万円、町道維持整備・新設事業に1億5,355万円。
すくすくゆざっ子支援金2,896万円、住宅リフォームや建設支援金6,000万円を
計上するなど、子育てと定住施策を継続しています。（P4・5に関連記事）

歳入の
財源は…

農業所得の減少による税収への影響があるものの、法人町民税の9.1％増や、
家屋の増新築による固定資産税の増加で町税全体では12億7,153万円、2.4％
の増加を見込んでいます。
また、新庁舎建設のため、町の借金である町債も増加計上しています。

会　期 3月5日から15日

会計区分 一般会計 特別会計
国民健康保険 介護保険 後期高齢者 公共下水道 地域集落排水

予 算 額 83億8,200万円 44億6,700万円 14億8,500万円 19億1,600万円 1億7,100万円 7億9,600万円 9,900万円

前年度比 ＋1億3,300万円 −2億5,170万円 −2億8,500万円 ＋200万円 ＋1,280万円 ＋1,000万円 ＋850万円

31年度各種会計予算額

予

算
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委
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報
告
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正
予
算
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査
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決

結

果



（3） 遊佐町議会だより
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○デマンドタクシー等
 2,946万円

土木費
○道路や橋に
 5億670万円

消防費
○酒田地区広域行政
　組合分賦金

（経常） 1億8,609万円
（建設改良） 6,584万円

教育費
○小中学校費
 2億2,007万円
○社会教育費
 1億9,115万円
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○内議員報酬
 3,217万円

民生費
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 12億949万円
○児童手当等
 7億338万円

総務費
○総務管理費
 15億3,199万円

（内、地域活動交付金
 5,000万円）

衛生費
○各種検診や斎場に
 2億7,687万円
○ゴミ処理等
 1億7,646万円

農林水産業費
○農業費 6億609万円
○水産業費 6,108万円
○松くい虫防除等 4,392万円 

31年度予算可決12月に着工新庁舎建設

歳出
　では…

新庁舎建設事業として5億9,923万円、町道維持整備・新設事業に1億5,355万円。
すくすくゆざっ子支援金2,896万円、住宅リフォームや建設支援金6,000万円を
計上するなど、子育てと定住施策を継続しています。（P4・5に関連記事）

歳入の
財源は…

農業所得の減少による税収への影響があるものの、法人町民税の9.1％増や、
家屋の増新築による固定資産税の増加で町税全体では12億7,153万円、2.4％
の増加を見込んでいます。
また、新庁舎建設のため、町の借金である町債も増加計上しています。

会　期 3月5日から15日

会計区分 収　入 支　出

予　算　額 4億4,637万円 4億3,573万円

前年度比 −1,635万円 −1,171万円

地方債残高 償還額
27年度 78億5,891万円 7億7,543万円
28年度 81億1,176万円 7億3,965万円
29年度 81億3,612万円 8億8,323万円
30年度 （見込み）74億5,614万円 6億8,518万円
31年度 （見込み）91億5,060万円 （見込み） 7億2,873万円

水道事業会計
（収益的収入及び支出）

町債の推移（一般会計）
※国からの地方交付税により充当されるものを含む
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（4）令和元年５月１日

31
年
度
予
算
質
疑

委
　

員
　

長
　
松
永
　
裕
美

副
委
員
長
　
筒
井
　
義
昭

3
月
14
日
・
15
日

予
算
審
査
特
別
委
員
会

問
　
町
民
全
体
が
対
象
の
、

新
庁
舎
基
本
設
計
案
説
明
会

の
参
加
人
数
が
、
わ
ず
か
に

６
人
で
あ
っ
た
。

　

実
施
設
計
に
あ
た
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
実
施

な
ど
、
意
識
的
に
町
民
を
巻

き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

答
　
こ
れ
ま
で
町
民
代
表
で

構
成
す
る
建
設
検
討
委
員
会

や
区
長
会
ほ
か
各
種
団
体
で

の
説
明
や
広
報
等
を
通
じ
た

情
報
提
供
、
パ※

　ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
町
民
意
見
の

聴
取
・
反
映
に
努
め
て
き
た
。

　
実
施
設
計
は
詳
細
な
工
事

予

算

審

査

一

般

質

問

委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

採

決

結

果

内
容
と
費
用
を
確
定
す
る
作

業
で
あ
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
方
式
に
は
馴
染
ま
な

い
も
の
と
考
え
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の

　
　
　
　
　
活
躍
を

土
門
　
勝
子 

委
員

問　

年
々
増
加
す
る
空
き
家

の
適
正
管
理
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
は
必
須
の
課
題
で
あ

る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

空
き
家
対
策
事
業
補
助
金
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長

答
　
快
適
な
住
環
境
の
確
保

を
図
る
た
め
に
、
町
内
の
空

き
家
の
管
理
に
地
域
の
元
気

な
高
齢
者
の
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
補
助
金
は
事
務
局
経
費
に

充
当
さ
れ
、
空
き
家
の
管
理

に
係
る
現
地
経
費
は
依
頼
者

の
負
担
と
な
る
。

　
草
刈
り
や
庭
木
の
剪
定
な

ど
屋
外
の
作
業
を
予
定
し
て

い
る
。

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

　
　
　
可
能
に
な
る
の
か

菅
原
　
和
幸 

委
員

問　

徴
税
事
務
は
、
町
財
政

面
か
ら
も
、
重
要
な
担
当
部

署
で
あ
り
、
徴
収
率
も
年
々

向
上
し
て
い
る
。

　

32
年
度
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ

納
付
」
を
計
画
、
31
年
度
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
う
よ
う
で

あ
る
が
。

町
民
課
長

答
　
町
税
等
の
収
納
率
は
７

年
連
続
で
改
善
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
が
協
力
さ
れ
て
き

た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
県
内
で

約
半
数
の
市
町
村
が
す
で
に

実
施
し
て
い
る
。
本
町
も
32

年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

い
う
形
で
お
応
え
し
た
い
。

遊
佐
高
校

　
　
存
続
は
正
念
場

筒
井
　
義
昭 

委
員

問　

遊
佐
高
校
の
存
続
の
た

め
の
支
援
の
継
続
と
充
実
は

重
要
で
あ
る
。

　

県
外
か
ら
の
入
学
者
受
け

入
れ
に
向
け
、
人
的
配
置
も

含
め
た
具
体
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

教
育
課
長

答
　
県
外
志
願
者
の
受
入
れ

に
つ
い
て
は
、
福
島
県
只
見

町
の
山
村
留
学
制
度
を
手
本

に
遊
佐
町
版
と
し
て
実
施
し

た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
遊
佐
版
留

学
制
度
の
要
項
整
備
、
下
宿

先
の
確
保
、
生
活
支
援
員
の

配
置
、
東
京
都
な
ど
で
開
催

さ
れ
る
「
地
域
み
ら
い
留
学

フ
ェ
ス
タ
」
へ
参
加
し
、
遊

佐
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。

中
3
向
け
支
援
塾
の

さ
ら
な
る
充
実
を

松
永
　
裕
美 

委
員

問　

30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
学
習
支
援
塾
に
、
増
額

さ
れ
て
100
万
2
千
円
の
予
算

が
31
年
度
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
徒
た
ち

の
学
習
意
欲
向
上
に
大
変
た

め
に
な
り
今
後
も
継
続
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

教
育
課
長

答
　
初
め
て
学
習
支
援
塾
を

開
催
し
た
が
、
概
ね
好
評
で

あ
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
で
は
、
ま
だ

ま
だ
支
援
不
足
の
所
も
感
じ

ら
れ
た
。

　
31
年
度
は
、
講
師
を
１
名

増
員
し
６
名
体
制
と
し
、
生

徒
た
ち
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
…
行
政
の

政
策
立
案
過
程
で
住
民
の
意
見
を

聞
く
制
度

町
民
を
巻
き
込
み

新
庁
舎
実
施
設
計
を

齋
藤
　
　
武 

委
員

地域みらい留学の魅力



（5） 遊佐町議会だより

遊
佐
高
校

就
学
支
援
の
拡
大
を

斎
藤
弥
志
夫 
委
員

問　

31
年
度
の
遊
佐
高
校
入

学
生
は
18
人
で
定
数
の
半
分

以
下
で
あ
る
。
遊
佐
高
の
存

続
に
は
従
来
よ
り
も
さ
ら
に

支
援
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
の
定
期
購
入
の
全
額

無
料
化
な
ど
交
通
対
策
も
重

要
で
あ
る
。

教
育
課
長

答
　
現
在
、
支
援
の
会
で
行

予

算

審

査

一

般

質

問

委
員
会
報
告

補
正
予
算
審
査

採

決

結

果

っ
て
い
る
通
学
対
策
支
援
は
、

Ｊ
Ｒ
の
な
い
松
山
・
平
田
方

面
や
浜
中
方
面
か
ら
酒
田
駅

ま
で
を
一
部
負
担
で
通
学
タ

ク
シ
ー
を
利
用
で
き
る
制
度

で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
利
用
へ
の
補
助
は
、

通
学
タ
ク
シ
ー
利
用
と
同
等

の
負
担
と
な
る
よ
う
な
制
度

に
な
る
な
ら
検
討
し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
財
源
は

阿
部
　
満
吉 

委
員

問　

新
庁
舎
建
設
の
基
本
設

計
が
か
た
ま
り
、
設
計
管
理

を
含
め
建
設
工
事
費
と
し
て
、

６
億
を
超
え
る
予
算
が
組
ま

れ
た
。

　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

当
初
見
込
ま
れ
る
建
設
工
事

費
、
建
設
費
の
償
還
計
画
は
。

総
務
課
長

答
　
新
庁
舎
は
31
年
12
月
着

工
、
32
年
度
内
の
完
成
を
目

指
す
。
33
年
度
の
外
構
・
解

体
工
事
や
ソ
フ
ト
事
業
を
含

め
総
事
業
費
は
21
億
8
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
財
源
は
、
基
金
6
億
円

と
起
債
約
15
億
円
で
あ
る
。

そ
の
元
利
償
還
金
総
額
の

22
・
５
％
が
普
通
交
付
税
で

還
元
さ
れ
る
た
め
、
実
質

12
億
5
千
万
円
を
30
年
か
け

て
償
還
す
る
。

町
道
維
持
管
理

　
　
作
業
の
実
態
は

佐
藤
　
智
則 

委
員

問　

町
道
維
持
管
理
事
業
は

25
年
度
か
ら
始
ま
り
２
人
の

作
業
員
が
町
道
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
路
面
補
修
、
草
刈
り
等

多
面
的
な
作
業
に
従
事
し
て

い
る
。

　

い
わ
ば
町
道
に
お
け
る
縁

の
下
の
力
持
ち
で
あ
り
、
町

の
評
価
は
。

地
域
生
活
課
長

答
　
町
道
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
道
路
作
業
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
な
が
ら
路
面

状
況
の
確
認
、
ま
た
道
路
標

識
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
点

検
、
緊
急
箇
所
の
路
面
補
修
、

路
肩
の
草
刈
り
な
ど
を
行
い

道
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。

　
今
後
も
、
道
路
利
用
者
が

安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る

よ
う
町
道
の
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
の

自
立
支
援
の
充
実
を

赤
塚
　
英
一 

委
員

問　

通
所
事
業
所
の
運
営
な

ど
に
係
る
予
算
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

障
が
い
者
の
就
労
に
関
す

る
自
立
支
援
の
充
実
は
、
今

後
も
重
要
な
施
策
に
な
る
と

思
う
が
。

事業年度 総事業費 主な事業
内容

起債対象
事業費 起債額 補助金

（H33外構工事） 基金 一般
財源

H30 130,800 
基本設計、
地質調査、
造成工事、
用地取得

4,601 3,400 127,400 0 

H31 627,700 

実施設計、
建設工事、
文書管理
システム
導入、土
地家屋台
帳電子化

591,300 532,100 95,600 0 

H32 1,122,200 
建設工事、
機器設備
移転経費

1,076,100 968,400 153,800 0 

H33 301,000 

外構工事、
庁舎備品
費、引越
等委託料、
現庁舎解
体工事費

0 0 76,000 225,000 0 

合計 2,181,700 1,672,001 1,503,900 76,000 601,800 0 

H30 H31 H32 合計

元利償還金総額 3,686 576,885 1,049,907 1,630,478

交 付 税 措 置 額 1,020 133,042 242,122 376,184

実 質 負 担 額 2,666 443,843 807,785 1,254,294

町道維持作業

健
康
福
祉
課
長

答
　
障
が
い
者
が
利
用
す
る

通
所
事
業
所
の
運
営
は
、
利

用
実
績
に
基
づ
く
請
求
に
よ

り
町
が
支
払
う
給
付
費
に
よ

り
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
通
所
事
業
所
は
様
々
な
物

品
の
制
作
・
販
売
を
行
っ
て

お
り
、
障
が
い
者
の
就
労
の

意
欲
を
高
め
る
意
味
で
も
、

そ
れ
ら
の
販
売
機
会
の
拡
大

な
ど
今
後
も
支
援
・
努
力
し

て
い
き
た
い
。

相
反
す
る
町
政
で
は

髙
橋
　
冠
治 

委
員

問　

町
は
若
者
定
住
や
少
子

化
対
策
な
ど
努
力
し
成
果
も

出
て
き
た
。
し
か
し
、
小
学

校
統
合
は
地
域
の
活
力
を
失

い
、
結
果
人
口
流
出
の
引
き

金
に
な
る
。

　

町
政
か
ら
見
れ
ば
相
反
す

る
施
策
に
よ
り
重
ね
た
努
力

が
無
に
な
ら
な
い
か
。

教
育
課
長

答
　
小
学
校
の
統
合
は
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
た

適※

　正
審
の
判
断
で
あ
る
。

　
一
方
、
藤
崎
小
学
校
に
統

合
さ
れ
て
も
、
稲
川
と
西
遊

佐
の
地
域
の
活
力
が
無
く
な

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

　
小
学
校
の
統
合
も
少
子
化

対
策
の
一
環
で
あ
る
し
、
定

住
対
策
は
今
後
も
継
続
し
て

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

町
の
重
要
施
策
で
あ
る
。

※
適
正
審
…
町
立
学
校
適
正
整
備
審

議
会
の
略

起債額に対する交付税措置 （千円）

新庁舎建設事業　年度別事業概要 （千円）
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町の事業と課題を問う！
一般質問 7議員登壇

一般質問とは

１度は行ってみたい鳥海山 予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

　町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、
政策の改善や新規の政策の採用を求めるために行います。

一
般
質
問
通
告
の
要
旨
◎
＝
記
事
掲
載
あ
り

○
＝
記
事
掲
載
な
し

　
　（
通
　
告
　
順
）

菅
原
　
和
幸 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
7

筒
井
　
義
昭 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
9

佐
藤
　
智
則 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
9

髙
橋
　
冠
治 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
10

松
永
　
裕
美 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
7

斎
藤
弥
志
夫 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
8

齋
藤
　
　
武 

委
員
　 

…
…
…
Ｐ
8

◎
町
民
の
安
全
確
保
に
あ
た
っ
て
県

と
の
連
携
は
万
全
か

○
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消

の
推
進
を

○
遊
佐
町
の
障
が
い
者
雇
用
は

◎
遊
佐
町
に
お
け
る「
お
と
な
食
堂
」

の
提
案

◎
洋
上
風
力
発
電

○
水
道
法
改
正

〇
２
０
２
５
年
問
題

◎
31
年
度
施
政
方
針
か
ら
見
て
、
時

田
町
政
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え

ロ
ー
カ
ル
に
行
動
」
し
て
い
る
の

か

◎
新
庁
舎
建
設
と
同
時
並
行
し
て
、

街
中
空
洞
化
防
止
施
策
を
講
じ
る

べ
き
（
元
町
活
性
化
施
策
）

○
町
に
お
け
る
「
木
育
」
の
取
組
み

は
◎
水
産
基
盤
整
備
事
業
は

○
町
道
の
整
備
促
進
お
よ
び
橋
梁
修

繕
は

◎
遊
佐
町
沖
の
洋
上
風
力
発
電

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
は

山頂からの夕陽御浜から見る鳥海湖

3月7日・8日



（7） 遊佐町議会だより

予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

遊
佐
町
に
お
け
る

　
　
　「
お
と
な
食
堂
」
の
提
案

事
業
者
の
考
え
を
尊
重
し

協
議
・
検
討
し
た
い

楽しいランチ（まちかどサロン）

問　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
は
、
施
設
入
所
者

を
除
い
て
本
町
で
は
705
世
帯

（
30
年
３
月
31
日
現
在
）
と

な
っ
て
い
る
。
４
年
間
で
120

世
帯
の
増
と
な
り
、
今
後
も

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

高
齢
に
な
っ
た
方
々
や
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
が
ご
自
分

の
健
康
も
考
え
、
孤
立
せ
ず

に
話
し
相
手
も
出
来
る
気
軽

に
日
中
に
立
ち
寄
れ
る
「
お

と
な
食
堂
」
も
こ
れ
か
ら
は

必
要
に
な
る
の
で
は
。

　
「
人
に
良
い
」
と
書
い
て

『
食
』
と
い
う
字
も
出
来
て

お
り
「
お
と
な
食
堂
」
が
食

生
活
を
整
え
る
手
助
け
と
な

松永　裕美
議員

町長

町
民
の
安
全
確
保
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
県
と
の
連
携
は
万
全
か

河
川
行
政
は

県
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
実
施

問　

役
場
新
庁
舎
の
周
辺
は
、

月
光
川
の
洪
水
時
浸
水
想
定

区
域
に
あ
る
。
決
壊
想
定
位

置
は
、
旧
朝
日
橋
付
近
か
ら
、

さ
ら
に
上
流
部
へ
見
直
し
が
、

最
近
行
わ
れ
た
。

　

県
内
に
お
い
て
、
洪
水
時

に
流
木
等
が
橋
脚
に
詰
ま
り
、

水
害
が
発
生
し
た
事
案
が
あ

っ
た
。
旧
朝
日
橋
の
橋
脚
も

10
基
あ
り
、
そ
の
危
険
性
が

高
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
洗

菅原　和幸
議員

町長

沢
川
上
流
部
は
、
河
川
内
に

雑
木
が
繁
茂
、
洪
水
時
に
流

木
と
な
り
、
周
辺
集
落
へ
の

被
害
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

現
在
の
管
理
者
と
経
過
、

県
事
業
の
「
ふ
る
さ
と
の
川

愛
護
活
動
支
援
事
業
」
の
状

況
と
手
続
き
等
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

町
長
　
旧
朝
日
橋
の
下
流
に

農
道
整
備
事
業
で
、
新
た
に

「
新
朝
日
橋
」
が
架
設
さ
れ

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
旧
朝

日
橋
は
、
廃
道
手
続
き
を
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
旧

朝
日
橋
は
こ
れ
ま
で
、
県
道

線
上
に
架
設
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
現
在
も
山
形
県
の

管
理
と
な
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
は
、
県
に
対
し
橋
の
撤

去
の
要
望
を
し
て
き
た
が
、

未
だ
実
施
に
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
の
川

愛
護
活
動
支
援
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
皆
様

が
河
川
の
清
掃
や
草
刈
り
な

ど
の
取
り
組
み
を
す
る
事
業

で
あ
る
が
、
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
町
を
通
し
県
へ

申
込
み
、
認
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

れ
ば
本
町
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
や
高
齢
の
方
々
の
健
康

を
支
え
て
い
く
大
き
な
柱
の

一
つ
と
な
る
の
で
は
と
考
え

る
。

町
長
　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
の
良
好
な
栄
養
摂
取
や

孤
立
の
防
止
は
、
健
康
の
維

持
な
ど
生
活
の
質
を
確
保
す

る
上
で
重
要
な
課
題
と
言
え

る
。

　
町
内
に
お
い
て
、
安
価
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者

と
し
て
、
ま
ち
か
ど
サ
ロ

ン
（
ゆ
ざ
や
食
堂
）
が
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
当
初
は
国
・
町
の

支
援
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

独
立
し
た
一
事
業
者
と
し
て

経
営
し
て
お
り
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
中
心
に
常

連
客
が
増
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
収
益
も
少
な
く
ス
タ
ッ
フ

が
野
菜
を
持
ち
寄
る
な
ど
工

夫
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

「
お
と
な
食
堂
」
的
な
運
営

に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る

の
で
、
事
業
者
の
考
え
を
尊

重
し
な
が
ら
、
支
援
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
商
工
会
と
連

携
し
協
議
・
検
討
し
た
い
。

旧朝日橋と洗沢川上流部（30年８月撮影）



（8）令和元年５月１日

グ
ロ
ー
バ
ル
で

　
　
　
ロ
ー
カ
ル
な
町
政
運
営
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
は

　
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

世界屈指のたぐいまれな海底湧水　釜磯海岸

予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

問　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え

ロ
ー
カ
ル
に
行
動
」
す
る
こ

と
は
、
地
域
づ
く
り
で
も
要

諦
と
言
え
る
。
時
田
町
政
発

足
後
10
年
目
の
31
年
度
施
政

方
針
に
、
こ
の
考
え
方
は
ど

う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

例
え
ば
、
こ
の
10
年
間
に

世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
た
。

一
方
、
遊
佐
は
た
だ
の
田
舎

町
で
は
な
く
「
た
ぐ
い
ま
れ

な
田
舎
町
」
と
し
て
の
力
を

秘
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
に
は
町
内
の
人
材
と
発

想
に
限
ら
ず
、
外
部
人
材
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
取
り

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
、
基

本
姿
勢
が
見
え
て
こ
な
い
。

齋藤　　武
議員

町長

洋
上
風
力
発
電
の
実
現
性

促
進
区
域
は
国
の

法
定
協
議
会
を
経
て
決
定
と
な
る

問　

領
海
内
の
海
域
に
洋
上

風
力
発
電
の
促
進
区
域
を
定

め
る
洋
上
風
力
発
電
普
及
法

が
30
年
に
成
立
し
た
。
こ
れ

ま
で
３
年
か
ら
５
年
と
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
事
業
者
の
海

域
占
有
期
間
を
最
長
30
年
間

ま
で
延
長
で
き
る
。
こ
れ
に

よ
り
長
期
の
事
業
者
の
権
利

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

投
資
が
加
速
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。

　

地
元
の
漁
業
者
や
海
運
会

社
と
の
利
害
調
整
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
協

議
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
認

斎藤弥志夫
議員

町長

め
協
議
会
の
決
定
を
尊
重
す

る
こ
と
に
し
た
。
促
進
区
域

を
全
国
に
５
カ
所
程
度
指
定

す
る
考
え
で
あ
る
が
、
遊
佐

町
の
海
域
も
促
進
区
域
に
該

当
す
る
よ
う
に
協
議
会
に
要

請
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長
　
県
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に

よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
、

県
内
産
業
の
振
興
、
地
域
活

性
化
を
図
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
も
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
や
促
進
・
地

域
導
入
を
進
め
て
い
る
。

　
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て

は
県
の
主
導
で
29
年
度
よ
り

可
能
性
に
関
す
る
基
礎
調
査

を
実
施
、
ま
た
、
30
年
度
に

入
り
検
討
会
議
や
地
域
部
会

を
開
催
し
て
き
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
研
究
検

討
を
重
ね
、
そ
の
後
、
国
の

取
り
組
み
と
な
る
法
定
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、「
促
進
区

域
」
の
指
定
を
行
う
。

　
事
業
者
は
公
募
し
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
後
、

洋
上
風
力
発
電
の
建
設
工
事

に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　

外
部
の
視
点
を
も
取
り
入

れ
ロ
ー
カ
ル
に
行
動
す
る
こ

と
は
、
遊
佐
発
展
の
必
須
要

件
と
考
え
る
が
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
私
の
行

動
、
考
え
方
を
一
部
述
べ
る

と
、
遊
佐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
草
の
根
の
国
際
交
流
の

推
進
や
、
文
化
面
で
は
、
本

町
で
一
番
最
初
の
外
国
人
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
演
奏
等
に
自
ら

関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
入
、
コ
ン
サ
ー

ト
等
に
参
加
し
、
行
動
に
お

い
て
、
積
極
的
に
国
際
交
流

に
関
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
町
長
就
任
以
来
の

政
策
と
し
て
一
番
大
き
な
地

球
規
模
的
な
こ
と
と
言
え
ば
、

風
力
発
電
の
受
入
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
地
球
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
東

北
の
遊
佐
町
か
ら
発
信
で
き

た
こ
と
は
有
意
義
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
考
え
る
の
み
ば
か
り
で
な

く
、
自
ら
行
動
し
て
き
た
思

い
は
あ
る
が
、
ご
指
摘
は
真

摯
に
受
け
止
め
る
。

洋上風力発電
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漁
場
整
備
計
画
は藻

場
再
生
と

　
岩
ガ
キ
増
殖
礁
を
設
置

アカモク（ギバサ）29年女鹿小
お

波
ば

間
ま

海岸

問　

31
年
度
の
町
長
施
政
方

針
に
漁
港
漁
場
整
備
に
つ
い

て
藻
場
造
成
お
よ
び
岩
ガ
キ

増
殖
礁
の
設
置
事
業
に
取
り

組
む
と
あ
る
。
遊
佐
町
沿
岸

漁
業
の
核
と
も
言
え
る
岩
ガ

キ
は
、
そ
の
収
穫
は
激
減
し
、

デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
に
近
い
状
況

と
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　
「
遊
佐
町
海
づ
く
り
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
21
年
度
よ
り
藻

場
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
お

り
、
試
行
錯
誤
の
上
、
ア
カ

モ
ク
が
自
生
す
る
ま
で
と
な

り
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
今

後
の
藻
場
再
生
を
続
け
て
い

く
上
で
課
題
は
な
い
の
か
。

岩
ガ
キ
は
有
限
の
資
源
で
あ

佐藤　智則
議員

町長

新
庁
舎
建
設
と
と
も
に

　
　
　
　
町
中
の
元
気
再
生
を

若
者
を
中
心
と
し
た

　
　
　
地
域
振
興
区
域
に

問　

新
庁
舎
建
設
計
画
が
進

め
ら
れ
、
町
の
中
心
と
成
す

エ
リ
ア
が
創
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

同
計
画
と
並
行
し
て
遊
佐

元
町
の
空
洞
化
防
止
策
と
元

気
再
生
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

元
町
の
空
き
家
・
空
き
店

舗
の
積
極
的
な
活
用
支
援
策

の
実
施
、
周
辺
集
落
か
ら
で

も
集
ま
り
や
す
い
交
通
対
策

の
拡
充
、
お
年
寄
り
や
障
が

い
者
に
も
優
し
い
町
中
の
整

備
、
回
遊
し
周
遊
を
促
し
や

す
い
案
内
板
の
設
置
等
、
明

筒井　義昭
議員

町長

確
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

軸
に
据
え
た
上
で
、
各
課
横

断
に
よ
り
、
未
来
に
つ
な
が

る
遊
佐
元
町
を
構
築
す
べ
き

で
あ
る
。

町
長
　
こ
の
エ
リ
ア
は
、
若

者
を
中
心
と
し
た
住
宅
の
造

成
地
と
し
て
「
遊
佐
町
定
住

促
進
計
画
」
に
基
づ
き
賃
貸

住
宅
を
整
備
し
、
定
住
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
町
内
の
空
き
家
は
、

県
と
の
連
携
に
よ
り
、
県
住

宅
供
給
公
社
が
実
施
す
る

「
買
取
り
再
販
モ
デ
ル
事
業
」

と
、「
ま
ち
の
再
販
支
援
事

業
」
を
遊
佐
地
区
内
で
も
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
ま
た
、
空
き
家
再
生
地
域

お
こ
し
活
用
店
舗
に
つ
い
て

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性

化
と
定
住
を
併
せ
た
画
期
的

な
ア
イ
デ
ア
と
し
て
評
価
を

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
空
き
家
等
適

正
管
理
審
議
会
」
と
も
連
携

さ
せ
、
各
課
横
断
的
な
取
り

組
み
で
元
町
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

り
、
食
す
る
ま
で
４
～
５
年

要
す
る
と
言
わ
れ
、
岩
ガ
キ

増
殖
礁
設
置
事
業
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

町
長
　
21
年
度
に
取
り
組
み

を
開
始
し
た
藻
場
保
全
活
動

は
、
現
在
、「
遊
佐
町
海
づ

く
り
の
会
」
が
主
体
と
な
り
、

女
鹿
・
鳥
崎
海
岸
に
お
い
て

保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
活
動
を
継
続
し
て
き
た
結

果
、
磯
焼
け
な
ど
が
原
因
で

藻
場
が
消
失
し
た
海
域
に
お

い
て
、
小
型
海
藻
の
付
着
が

高
密
度
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ハ
タ
ハ
タ
の
産
卵
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

大
型
海
藻
の
定
着
が
少
な
い

こ
と
か
ら
定
着
方
法
の
検
討

を
行
い
、
食
害
生
物
の
除
去

作
業
等
を
継
続
し
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。

　
岩
ガ
キ
の
増
殖
礁
に
つ
い

て
は
、
設
置
個
所
と
し
て
女

鹿
地
区
の
海
域
を
予
定
し
て

い
る
。
29
年
度
か
ら
調
査
測

量
を
実
施
し
て
お
り
、
31
年

度
は
陸
上
で
増
殖
ブ
ロ
ッ
ク

を
製
作
し
、
32
年
度
か
ら
33

年
度
に
か
け
て
海
域
へ
の
設

置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

新庁舎　外観イメージ

予

算

審
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算
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報
告

採

決

結

果
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洋
上
発
電
は
幅
広
い
町
民
理
解
を

町
民
と
漁
業
関
係
者
の

　
　
　
合
意
形
成
が
重
要

問　

現
在
、
県
は
遊
佐
沖
海

上
に
洋
上
風
力
発
電
事
業
を

目
指
し
「
遊
佐
沿
岸
域
検
討

部
会
」
を
立
ち
上
げ
４
回
ほ

ど
開
催
し
て
い
る
。

　

部
会
の
構
成
員
は
県
・
町
・

国
の
研
究
機
関
や
町
の
各
地

区
・
各
団
体
の
代
表
や
水
産

関
係
者
等
で
あ
る
。

　

６
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
た
が
参
加
者
は
少
な
く
町

民
の
関
心
は
薄
い
。

　

事
業
が
計
画
通
り
進
め
ば

４
～
５
年
で
建
設
工
事
が
始

髙橋　冠治
議員

町長

ま
り
、
10
年
後
の
運
転
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

　

予
想
だ
が
最
低
30
基
～
50

基
の
風
車
が
海
上
に
立
ち
並

び
、
漁
業
や
海
岸
浸
食
・
景

観
等
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

　

町
民
の
幅
広
い
理
解
が
必

要
で
あ
る
が
町
の
考
え
は
。

町
長
　
遊
佐
沿
岸
域
へ
の
洋

上
風
力
発
電
の
導
入
に
つ
い

て
、
漁
業
や
観
光
・
産
業
な

ど
地
域
と
の
共
生
や
理
解
を

図
る
た
め
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
講
演
会
や
各
地
区

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
地
区
説
明
会
に
お
い
て
は

参
加
人
数
が
少
な
く
、
十
分

な
町
民
理
解
に
は
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
　
　

　
30
年
度
の
検
討
結
果
を
基

に
31
年
度
も
引
き
続
き
、「
遊

佐
沿
岸
域
検
討
部
会
」
を
継

続
し
議
論
を
深
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
、

町
民
や
漁
業
関
係
者
の
合
意

形
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
町
民
よ
り
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
、
地
区
説

明
会
等
の
開
催
を
県
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

一
般
社
団
法
人
山
形
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
会
長　

石　

川　

康　

夫

全
国
自
動
車
交
通
労
働
組
合
連
合
会
山
形
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

遠　

藤　

栄　

二

免
許
返
納
者
を
含
む
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の

　
交
通
手
段
と
し
て
町
が
す
す
め
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や

　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
意
見
を
付
し
た
。

町民理解を（洋上風力発電）
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算
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問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

全
員
賛
成
で
採
択
、
意
見
書
を
提
出

無
秩
序
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反
対
し

　
タ
ク
シ
ー
事
業
の
維
持
・
確
保
を
求
め
る
請
願

請
願
者

意
見
書
要
旨

１
、
安
全
の
確
保
、
利
用

者
の
保
護
等
の
観
点

か
ら
無
秩
序
な
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
導
入
は

行
わ
な
い
こ
と
。

２
、
地
域
の
公
共
交
通
と

し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
タ
ク
シ

ー
事
業
と
社
会
生
活

面
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
と
推
測
さ
れ
る
交

通
機
関
の
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
事
業
が
協
調
し
、

共
に
発
展
で
き
る
施

策
を
講
じ
る
こ
と
。

提
出
先

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　
国
土
交
通
大
臣

　
内
閣
府
特
命（
規
制
改
革
）担
当
大
臣

　
平
成
31
年
３
月
15
日
提
出

※
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
…
こ
こ
で
は
一
般

運
転
者
が
自
家
用
車
を
用
い
、
有

償
旅
客
運
送
を
行
う
こ
と
、
ま
た

は
仲
介
す
る
こ
と
を
さ
す
。

請
願
採
択

町民窓口イメージ
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町民に愛される新庁舎建設を

予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

庁舎建設に関する調査特別委員会　調査結果報告

新庁舎建設の基本設計が固まったことから、
建設にともなう課題解決を議会として町に求めました。

32年度までに

実施設計することで、

国の財政支援が延長になったことから

町民の意見を聞きながら

建設は十分な時間を

建設による周辺への

生活環境変化を調査し

住民の理解を得る対応を

建設の事業経過と

関連総事業費

後年度負担等適時に説明を

 新庁舎の構造・設備の

詳しい説明を

周辺幹線道路への

つながりに配慮を

町民に愛される新庁舎建設を

町民窓口イメージ
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予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

の
ロ
ケ
展
を
行
っ
た
。

　
新
た
に
購
入
予
定
の
錦
絵

は
北
海
道
に
の
み
数
点
存
在

し
、
本
州
で
は
初
と
な
る
大

変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
常
設
展
示
を
行
い
来
館

者
増
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　
今
、
国
会
で
航
空
法
が

改
正
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
形
の
３

Ｄ
情
報
を
、
ド
ロ
ー
ン
に
組

み
込
む
と
自
動
飛
行
で
の
空

中
防
除
が
可
能
に
な
り
、
適

期
に
効
果
的
な
防
除
が
で
き

る
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
採
用
者
が
予
定
数
に
満
た

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
減
額

予
算
が
組
ま
れ
た
。

　

売
り
手
市
場
の
こ
の
時
代

に
、
現
状
に
即
し
た
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
協
力
隊
員
の
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
業
務
、
結
婚
支
援
推

進
業
務
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
業

務
の
採
用
予
定
３
名
に
つ
い

て
30
年
度
内
の
採
用
が
で
き

な
い
た
め
、
年
間
謝
礼
、
隊

員
用
自
動
車
借
上
料
、
住
居

借
上
料
を
減
額
補
正
し
た
。

　
雇
用
情
勢
が
好
調
に
推
移

し
て
い
る
現
状
で
は
、
応
募

は
厳
し
い
が
、
各
方
面
に
情

報
を
発
信
し
応
募
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
　
青
山
邸
展
示
用
、
錦
絵

「
鰊

に
し
ん

大た
い

漁り
ょ
う　

概が
い

況き
ょ
う

之の

図ず

」
の

購
入
費
用
が
補
正
計
上
さ
れ

た
。

　

錦
絵
を
含
め
、
関
連
資
料

の
魅
力
あ
る
展
示
や
企
画
に

よ
る
誘
客
策
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
。

答
　
旧
青
山
本
邸
の
誘
客
策

と
し
て
、
季
節
ご
と
の
展
示

や
お
ひ
な
様
展
示
に
加
え
、

今
回
は
遊
佐
刺
し
子
展
や
映

画
「
サ
ム
ラ
イ
マ
ラ
ソ
ン
」

「鰊大漁　概況之図」の部分

協
力
隊
員
募
集
の

　
　
　
　
あ
り
方
は

齋
藤
　
　
武 

委
員

30
年
度 

補
正
予
算
質
疑

青
山
本
邸
誘
客
策
は

筒
井
　
義
昭 

委
員

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

　
松
く
い
虫
防
除
を

髙
橋
　
冠
治 

委
員

企
画
課
長

教
育
課
長

委
員
長
　
菅
原
　
和
幸

副
委
員
長
　
齋
藤
　
　
武

３億4,100万円減額し 総額86億8,100万円に

補正のポイント

若者向け住宅建設を民間公募に 
30年度末にあたり、事業の確定から予算を減額し31年度に備えた。

除 雪
除雪委託料の確定から

1,500万円

ふるさと納税
ふるさと納税の減少から寄付金額を減額

−2,500万円

 保育施設
遊佐保育園の駐車場整備

800万円

農 業
月光川地区水利施設更新など31年度事業
前倒し 840万円

松くい虫
松くい虫被害木の減少により

−9,920万円

住 宅
若者住宅を民間にゆだねることから減額

−1億230万円
3
月
6
日

補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

答
　
誘
致
し
た
企
業
の
中
で

撤
退
し
た
例
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
現
在
、
鉄
工
事
業
所
が
新

設
を
計
画
。
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
者
が
鳥
海
南
工

業
団
地
に
建
設
を
希
望
し
て

い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
遊
佐
町
及
び
酒
田

市
で
進
出
に
伴
う
地
元
説
明

会
を
開
催
し
て
お
り
、
31
年

度
内
の
決
定
に
向
け
て
調
整

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

止
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
関
係
者
と
意
見
交
換
し
た

い
。

問　

遊
佐
保
育
園
に
施
設
整

備
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
は

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

「
ゆ
う
す
い
」
と
の
間
の
環

境
整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
都
市
公
園
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
内
北
東
側
に
約
680
㎡

20
台
分
の
駐
車
場
を
、
31
年

度
の
計
画
を
前
倒
し
で
整
備

す
る
も
の
。

　
こ
れ
ま
で
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
き
た
民
間
ア
パ
ー

ト
と
特
養
「
ゆ
う
す
い
」
の

間
の
空
き
地
に
つ
い
て
は
、

定
住
促
進
の
た
め
の
賃
貸
住

宅
用
地
と
し
て
、
民
間
事
業

者
の
募
集
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

児
童
が
入
学
予
定
で
、
こ
れ

を
別
々
に
し
て
、
落
ち
着
い

た
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
教

室
を
２
室
に
改
修
す
る
工
事

に
な
る
。

問
　
高
齢
者
の
方
が
除
雪
を

行
う
の
は
大
変
困
難
な
こ
と

で
あ
る
。
雪
対
策
と
し
て
山

間
部
に
住
む
高
齢
者
の
方
々

が
生
活
に
便
利
な
町
中
の
空

き
家
に
冬
期
間
だ
け
住
め
る

よ
う
な
「
町
内
移
住
」
施
策

も
今
後
は
必
要
に
な
る
の
で

は
。

答
　
町
内
の
山
間
部
に
お
け

る
高
齢
者
世
帯
の
ケ
ア
と
し

て
、
空
き
家
を
活
用
し
た
冬

期
間
の
住
み
替
え
は
新
し
い

発
想
と
思
う
。

　
今
後
、
学
校
施
設
が
空
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
活
用
も
含
め
て

検
討
す
べ
き
で
は
と
思
っ
た
。

　
新
し
い
課
題
と
し
て
受
け

　

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
の

町
の
対
応
は
。

答
　
本
町
は
、
松
く
い
予
防

対
策
と
し
て
薬
剤
の
空
中
散

布
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
費
用
対
効
果
の
高
い

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
散
布
が
主

流
に
な
っ
て
い
く
と
聞
い
て

い
る
。

　
す
ぐ
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
用

し
た
防
除
に
移
行
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
防
除
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
実
施

主
体
の
選
定
や
林
道
整
備
な

ど
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
課
長

教
育
課
長

町
　
長

健
康
福
祉
課
長

産
業
課
長

問
　
町
の
各
学
校
に
は
必
要

に
応
じ
特
別
支
援
教
室
が
あ

り
、
在
校
生
の
情
操
教
育
に

も
寄
与
し
て
い
る
と
思
う
。

　

普
通
教
室
と
は
異
な
り
、

児
童
に
合
っ
た
調
和
の
と
れ

た
指
導
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
工
事
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
　
こ
の
小
学
校
に
は
す
で

に
特
別
支
援
教
室
が
あ
り
、

児
童
が
在
籍
し
て
い
る
。

　
31
年
度
に
状
況
の
ち
が
う

問
　
特
殊
金
属
加
工
工
場
が

稼
働
し
た
り
町
内
の
企
業
誘

致
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

　

誘
致
し
た
企
業
の
撤
退
な

ど
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
な
る

企
業
誘
致
が
あ
れ
ば
望
ま
し

い
こ
と
で
は
あ
る
が
現
状
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
室
改
良
工
事
と
は

佐
藤
　
智
則 

委
員

冬
期
間
の
高
齢
者

「
町
内
移
住
」施
策
を

松
永
　
裕
美 

委
員

遊
佐
保
育
園

　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は

阿
部
　
満
吉 

委
員

酒
田
遊
佐
工
業
団
地

　
　
　
　
企
業
誘
致

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

ドローン

遊佐保育園の駐車場予定地

L=42.5m

A=680㎡

L
= 1
6m
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予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

議案番号 議　案　名 内　　容 審議結果

請願第1号 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心なタ
クシーを国に求める請願

インターネットを利用したライドシェアの導
入に反対し、安全・安心なタクシーを国に求め
るもの

全員賛成で採択

議第１号 30年度遊佐町一般会計補正予算（第4号）の専
決処分の承認

新庁舎建設用地造成工事、小中学校エアコン
設置工事費を31年度へ繰り越すもの
2億7,791万円

全員賛成で承認

議第２号 30年度遊佐町一般会計補正予算（第5号） 年度末を迎え予算を精査し3億4,100万円を
減額。Ｐ12〜13に関連記事 全員賛成で可決

議第３号 30年度遊佐町国民健康保険特別会計補正予算
（第3号） 保険給付費の増額などで3,200万円を追加 全員賛成で可決

議第４号 30年度遊佐町介護保険特別会計補正予算（第4
号） 介護事業の確定により、80万円を減額 全員賛成で可決

議第５号 30年度遊佐町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第2号）

後期高齢者医療連合会負担金など、1,320万
円を減額 全員賛成で可決

議第６号 30年度遊佐町水道事業会計補正予算（第4号） 起債限度額の修正 全員賛成で可決

議第７号 31年度遊佐町一般会計予算 83億8,200万円　　Ｐ２～５に関連記事 全員賛成で可決

議第８号 31年度遊佐町国民健康保険特別会計予算 14億8,500万円 全員賛成で可決

議第９号 31年度遊佐町公共下水道事業特別会計予算   7億9,600万円 全員賛成で可決

議第10号 31年度遊佐町地域集落排水事業特別会計予算 　　 9,900万円 全員賛成で可決

議第11号 31年度遊佐町介護保険特別会計予算 19億1,600万円 全員賛成で可決

議第12号 31年度遊佐町後期高齢者医療特別会計予算   1億7,100万円 全員賛成で可決

議第13号 31年度遊佐町水道事業会計予算 収益的支出４億3,573万円
資本的支出２億9,330万円 全員賛成で可決

議第14号 遊佐町森林環境譲与税活用基金の設置、管理及
び処分に関する条例の設定

31年度から交付される森林環境譲与税を有
効活用するため、基金・管理を規定 全員賛成で可決

議第15号 遊佐町教育研究所設置条例等を廃止する条例
の設定

山形県教育研究所連盟の解散に伴い、遊佐町
教育研究所設置条例を廃止 全員賛成で可決

議第16号 遊佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正

満30歳、満40歳、満50歳の職員に対するリフ
レッシュ休暇（特別休暇）の導入 全員賛成で可決

議第17号 遊佐町青少年育成協議会設置条例の一部を改
正 委員の任期及び再任に関する規定を整備 全員賛成で可決

議第18号 遊佐町国民健康保険条例の一部を改正 国民健康保険の被保険者の適用除外対象を規定 全員賛成で可決

議第19号 遊佐町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正 放課後児童支援員の資格要件を拡大するもの 全員賛成で可決

議第20号 遊佐町水道給水条例の一部を改正する条例の
制定

水道布設工事監督者の資格に係る対象試験科
目から水道環境を削ることを規定 全員賛成で可決

議第21号 町道路線の廃止及び認定 町道畑西線道路改良工事に伴うもの 全員賛成で可決

議第22号 遊佐町体育施設の指定管理者の指定 指定管理者を従来の遊佐町体育協会に再指定 全員賛成で可決

議第23号 遊佐町立図書館の指定管理者の指定 指定管理者を従来の遊佐ショッピング協同組
合に再指定 全員賛成で可決

議第24号 遊佐町固定資産評価審査委員の選任 委員に村井美恵子氏（再任） 全員賛成で同意

議第25号 人権擁護委員候補者の推せん 委員に土門尚三氏（新任） 全員賛成で同意

３月定例会の議案結果（30年度一般会計補正予算他、３7件）
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３
月
定
例
会

予

算

審

査

一

般

質

問

補
正
予
算
審
査

委
員
会
報
告

採

決

結

果

議案番号 議　案　名 内　　容 審議結果

議第26号 人権擁護委員候補者の推せん 委員に工藤喜代子氏（新任） 全員賛成で同意

議第27号 人権擁護委員候補者の推せん 委員に髙橋栄子氏（新任） 全員賛成で同意

議第28号 遊佐町情報公開・個人情報保護審査会委員の
委嘱 委員に圡門秀樹氏（再任） 全員賛成で同意

議第29号 遊佐町情報公開・個人情報保護審査会委員の
委嘱 委員に髙橋繁子氏（再任） 全員賛成で同意

議第30号 遊佐町情報公開・個人情報保護審査会委員の
委嘱 委員に土門　豊氏（再任） 全員賛成で同意

議第31号 遊佐町情報公開・個人情報保護審査会委員の
委嘱 委員に伊藤智子氏（再任） 全員賛成で同意

議第32号 遊佐町情報公開・個人情報保護審査会委員の
委嘱 委員に東海林和夫氏（新任） 全員賛成で同意

議第33号 蕨岡・遊佐小学校エアコン設置工事請負契約の
締結 契約金額　4,968万円 全員賛成で可決

議第34号 高瀬・吹浦・藤崎小学校エアコン設置工事請負
契約の締結 契約金額　9,963万5,400円 全員賛成で可決

議第35号 30年度橋梁長寿命化修繕計画事業西浜橋補修
工事に係る請負契約の一部変更

西浜橋の修繕工事の追加で648万5,400円を
増額 賛成多数で可決

議第36号 遊佐町過疎地域自立促進計画の一部を変更 計画に消防本部本署整備事業や学校給食施設
等整備事業を追加 全員賛成で可決

発議第1号 無秩序なライドシェアの導入に反対し、タク
シー事業の維持・確保を求める意見書の提出 P10に意見書を掲載 全員賛成で採択

（単位：人）

日　　程 内　　容 男 女 計

３月５日㈫ 本会議・補正予算上程 0 1 1

３月６日㈬ 補正予算審査特別委員会・本会議 1 3 4

３月７日㈭ 一般質問 20 13 33

３月８日㈮ 一般質問・31年度予算上程 3 1 4

３月14日㈭ 予算審査特別委員会 1 1 2

３月15日㈮ 予算審査特別委員会・本会議 1 1 2

計 26 20 46

３月定例会の傍聴者数

●30年度の自治功労者として下記の議員が表彰されました。

全国町村議会議長会
自治功労者表彰

山形県町村議会議長会
自治功労者表彰 副議長　　土　門　勝　子

議　員　　筒　井　義　昭

議　員　　佐　藤　智　則
議　員　　阿　部　満　吉
議　員　　赤　塚　英　一

■議員在職15年以上

■議員在職11年以上



（16）令和元年５月１日

編
集
室
よ
り

今
日
か
ら

　

１
年
生

　
雪
の
少
な
い
冬
が
終
わ
っ
た
か
と
思
え

ば
、
桜
の
花
に
積
も
る
雪
が
テ
レ
ビ
か
ら

流
れ
て
く
る
。

　
春
ら
し
い
、
夏
ら
し
い
、
秋
ら
し
い
一

年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
議
会
ク
イ
ズ
は
が
き
に
記
さ
れ
た
コ
メ

ン
ト
か
ら
い
く
つ
か
。

〇
遊
佐
ら
し
い
新
庁
舎
と
は
…
鳥
海
山
が

望
め
る
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も
イ
イ
ね
。

〇
高
齢
者
に
と
っ
て
は
平
面
庁
舎
が
有
難

い
で
す
よ
。

〇
庁
舎
の
先
進
地
視
察
を
見
て
、
ど
ん
な

庁
舎
に
な
る
か
楽
し
み
。

〇
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
、
酒
田
ま
で
行

け
る
と
い
い
ね
。

発
　
行
　
人

　
議
　
　
長
　
土
門
　
治
明

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
阿
部
　
満
吉

　
副
委
員
長
　
齋
藤
　
　
武

　
委
　
　
員
　
斎
藤
弥
志
夫

　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
智
則

　
委
　
　
員
　
赤
塚
　
英
一

　
委
　
　
員
　
松
永
　
裕
美

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎72－5889）にご確認ください。

遊佐町議会は、年間４回の定例議会が開催されます。
５月定例議会は、本会議と補正予算審査特別委員会
が議場で行われます。
一度傍聴してみませんか？
〈傍聴の受付方法が変更になります〉

これまで、議会の傍聴にあたっては、傍聴人受付簿
に住所および氏名を記入することをお願いしていま
したが、傍聴者の個人情報に配慮し、5月定例会から
は傍聴人受付票（個票）に住所および氏名を記入し、
備え付けの傍聴人受付箱に投函していただくことに
なりました。

５月定例議会のご案内

５月定例議会の予定

議会を傍聴してみませんか

５月23日㈭	 本会議・一般質問・
	 常任委員会
５月24日㈮	 補正予算審査特別委員会・
	 本会議

②
30
年
３
月
31
日
現
在
の
65

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
世
帯
数
は
？

Ａ
　
７
世
帯

Ｂ
　
75
世
帯

Ｃ
　
705
世
帯

③
青
山
本
邸
で
購
入
予
定
の

錦
絵
に
描
か
れ
て
い
る
魚

は
？Ａ

　
鯛
（
タ
イ
）

Ｂ
　
鰊
（
ニ
シ
ン
）

Ｃ
　
鰰
（
ハ
タ
ハ
タ
）

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

集
落
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の

個
人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク

イ
ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用

し
ま
せ
ん
）

☆

　
今
回
100
回
を
記
念
し
、
通

常
10
名
の
と
こ
ろ
20
名
の
方

に
あ
ぽ
ん
入
浴
券（
３
枚
）を

お
届
け
し
ま
す
。

☆

　
あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
５
月
24
日

発
表
は
次
号
で
す
。

　
平
成
31
年
２
月
１
日
第
143

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
76
名

の
方
の
応
募
が
あ
り
、
74
名

の
方
が
正
解
で
し
た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10
名
の

方
が
当
選
し
、
あ
ぽ
ん
入
浴

券（
３
枚
）を
お
届
け
し
ま
す
。

答
え
　
①
Ｂ
　
②
Ａ
　
③
Ａ

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

伊
　
藤
　
順
　
子（
平
　
津
）

斎
　
藤
　
ふ
さ
子（
出
　
戸
）

齋
　
藤
　
和
　
雄（
宿
町
三
）

斎
　
藤
　
京
　
子（
坂
ノ
下
）

畠
　
中
　
憲
　
子（
湯
ノ
田
）

本
　
間
　
清
　
子（
六
日
町
）

池
　
田
　
ひ
と
み（
旭
ケ
丘
）

池
　
田
　
卓
　
也（
旭
ケ
丘
）

髙
　
橋
　
あ
き
子（
八
日
町
）

石
　
垣
　
よ
し
み（
西
谷
地
）

問
題

①
新
庁
舎
建
設
費
の
実
質
償

還
金
は
、
何
年
か
け
て
返

済
す
る
の
か
？

Ａ
　
3
年

Ｂ
　
13
年

Ｃ
　
30
年

　
令
和
元
年
と
な
る
今
年
の
新

１
年
生
は
、
蕨
岡
小
12
名
、
高

瀬
小
14
名
、
吹
浦
小
16
名
、
藤

崎
小
15
名
、
そ
し
て
遊
佐
小
24

名
（
写
真
）
合
わ
せ
て
81
名
が

仲
間
入
り
。

　
ち
な
み
に
遊
佐
町
の
小
学
生

は
522
名
。
中
学
生
は
１
年
生
102

名
を
含
め
311
名
と
の
こ
と
。

　
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
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